
　1年目・２年目※

※一定の要件を満たせば、最大36カ月助成を受けることが可能。指導者研修費は最大24カ月。

＜農業と他産業のコラボの例＞
農閑期は建設業、スキー場など農業以外に出向するなど他産業と連携して通年雇用
を維持しながら、農業の技術習得のために行う実践研修に対して支援。

　1年目・２年目

＜農業と食品加工業のコラボの例＞
食品加工業者が農業参入に向け、新規雇用者を農業法人等に派遣して行う農業研修
に対して支援。

　1年目・２年目

農業分野の研修が６カ月以上の場合

4
月

経営支援課

令和元年６月

３
月

農業分野で一年間従事しなければならない。（年間平均35時間／週）

農業以外（建設、スキー場他）
【交付対象外】

農業（9.7万円/月＋指導者研修費3.6万円/年）

農業分野の研修が６カ月以上の場合

農業（9.7万円/月＋指導者研修費3.6万円/年）
食品加工業
【交付対象外】

【留意事項】
・他産業との連携に際し、出向契約を締結するなど、研修生の通年雇用を保障
　すること。
・農業分野の研修が６カ月以上である場合で、農業分野での研修に要する経費
　が対象。（農業分野以外の研修期間は助成の対象外）

農業コラボ研修事業のイメージ

農の雇用事業
（国版or県版（未来を託す農場リーダー育成事業））

4
月 農業（9.7万円/月＋指導者研修費3.6万円／年）

３
月

３
月

農の雇用ステップアップ支援事業
（農業コラボ研修事業）

4
月

＜課題＞

・冬は積雪が多く農業をしない。 農業のみでの

・繁忙期がはっきりしている。 等 周年雇用が難しい

農業のみでの

周年雇用が困難


